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近位部では装具長の近位 1/3 レベルの間のみの AP 径を変
化させた。トリミングラインの具体的な設定は、
4/12AP(1/3AP 相当)、5/12AP、6/12AP(1/4AP 相当)の 3
水準とした(図 1)。 6/12AP の設定は、外果中央を通り
Rigid type の AFO に相当する。4/12AP は Soft type の
AFO に相当する。今回の下肢モデルでは、各水準間の削














は 4/12AP では-25.86 Nm、5/12AP では-31.62 Nm、
6/12AP では-41.4 Nm となった。一般的に臨床で用いら
れるリジットタイプの 4/12AP とソフトタイプの 6/12AP
を比較すると約 1.6 倍の差があった。一方、最大背屈角度
8°においては、4/12AP では 15.06 Nm、5/12AP では
15.42 Nm、6/12AP では 20.4 Nm であり大きな差は見ら
れなかった。 
 
【考察】今回の結果から、AFO(SHB 型)におけるトリミ
ングラインと装具の底背屈モーメントならびに剛性の特
徴を明らかにできた。これは、装具の足関節部分における
断面二次モーメントで説明できるが、生体の足関節部分の
形状は一様な U 型ではなく、水平面においては外果に対
して内果は前方にあり、前額面では上方に位置するため、
トリミングラインの設定によって断面形状は変化するた
め説明は複雑となる。しかし、これらのデータは臨床にお
ける装具のトリミングラインの決定や微調整、CAD ソフ
トにおける装具のデザイン設計の基礎データとして極め
て有益な情報であるといえる。今後はトリミングラインと
背屈モーメントの関係性や、底背屈モーメントの関連性を
明らかにし、粉末焼結積層方式による 3DP-AFO と比較
検証し、3DP-AFO の臨床活用に向けた基礎データを集積
する予定である。 
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